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第 1 章 水道ビジョン策定 

 

 1 策定の趣旨 

  中川村の水道は、昭和 49年の創設以来、三度の拡張事業によって給水能力の増大に努

めてきました。人口減少の時代を迎え、水需要の伸び悩みに伴う水道事業の経営環境が

厳しさを増す中で、今後も安定した水を供給していくためには、安全な水の確保、水道

施設の良好な維持管理及び健全な会計運営に努め、施設の更新や地震等災害対策を計画

的に実施していく必要があります。 

地理的要因により施設数が多く、また管路が長く、そのほとんどが水道事業創設当時

からの施設であり、老朽化が進行し耐震性も乏しいため、地震などにより被災した場合

の村民生活への影響がきわめて多大であることから、施設の更新が最も急がれる状況で

す。 

このような背景のもと、平成 26 年 3 月に「中川村水道ビジョン（長期整備計画）」を

策定し、さまざまな施策に取り組んできました。 

この水道ビジョン策定から 7 年が経過し、大規模地震への備えや、短時間豪雨等に備

えた災害対策の必要性、環境意識の高まりなど、水道事業を取り巻く環境がさらに大き

く変化していることから、前回ビジョンの進捗状況や目標達成度を検証し、持続可能な

水道を目指すため「中川村水道ビジョン（見直し）」を策定します。 
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 2 位置付け 

  中川村では、令和 2 年度から令和 11 年度までの総合的な振興計画として『中川村第 6

次総合計画』を策定しています。この計画は第 5次総合計画の基本構想を継承し、「一人

ひとりの元気が活きる美しい村“なかがわ”」を将来像に掲げ、基本方針を設定して進め

ていくこととしています。 

 

中川村第 6 次総合計画 基本方針 

 

 

 

 

 

 

  水道に関連する目標は「生活基盤が整い快適で暮らしやすい“なかがわ”」として生活

基盤の維持を掲げ、施策に取り組むこととしています。 

また、厚生労働省の新水道ビジョン（平成 25 年 3 月）では、「安全・強靭・持続」と

いう 3 つの観点から、50 年、あるいは 100 年後の理想像をイメージして、単純な改定だ

けでなく全面的な見直しを行い、取り組みの方向性と当面の目標点を示し、利用者を含

めた関係者間で認識を共有していくこととしています。 

このような背景を踏まえ、それぞれの計画との整合を図り、概ね 50年後を見据えた上

での、今後 10年にわたる具体的な整備計画を示すものです。 

 

 

 3 計画期間 

  計画期間は令和 4（2022）年度から平成 13（2031）年度までの 10年間とします。 

また、「中川村水道ビジョン」に示す目標と計画は、水需要の見通しや財政事情、利用

者のニーズ、社会情勢等の変化を踏まえて、おおむね 5 年ごとに見直しをしながら進め

ていきます。 

 

※このビジョンの実行に伴う関係機関との協議は、事業の進展に応じて順次行うこと

とします。 

■誰もが安心して元気に暮らせる村づくり 

■村全体が農村公園の美しい村づくり 

■村の魅力を活かした産業育成で若者が夢を持てる村づくり 

■人々が絆（きずな）を実感できる村づくり 
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第 2 章 水道事業の現状 

 

 1 水道事業の沿革 

  本村の水道は昭和 49年当時の生活水準の向上、環境汚染の拡大に伴い、既設簡易水道

を統合しての施設建設を着工し、昭和 52 年に全村を給水区域とし計画給水人口※1 4,900

人の簡易水道として給水を開始しました。 

  その後、渇水対策や下水道整備に合わせ、第 1 次、第 2 次、第 3 次、第 4 次拡張事業

によって、給水量の増加、村民のニーズに応えるべく水源の増強、配水池の増設、送・

配水管の布設及び布設替等を行い、今日に至っています。（表 2-1） 

 

表 2-1 中川村水道事業の沿革 

事業名 認可年月日 

計画 

給水人口 

（人） 

一日最大 

給水量 

（ｍ3/日）

内  容 

創 設 

（簡易水道事業） 
昭和 49 年 6 月 4,900 830 

沢入水源、片桐第 1、第 2 水源建設

沢入浄水場、配水池 6 ヶ所建設 

第 1 次拡張 

（簡易水道事業） 
昭和60年11月 5,000 1,200 

計画給水量の増加 

片桐第 3 水源増設 

第 2 次拡張 

（簡易水道事業） 
平成 5 年 5 月 5,000 1,850 

計画給水量の増加 

片桐第 4 水源増設 

第 3 次拡張 

（上水道事業） 
平成 13 年 3 月 5,620 2,265 

計画給水量の増加 

片桐第 5、6 水源・田島配水池建設

第 4 次拡張 

（上水道事業） 
平成 30 年 7 月 5,040 2,000 片桐第 7 水源増設 

 

 

 

 

 

      創設時の沢入浄水場               創設時の中通配水池 
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 2 給水人口・給水量の実績 

  2．1 人口実績の推移 

令和 2 年度の給水人口は、平成 23 年度人口 5,155 人から 419 人減少し、4,736

人となっています。減少率は 10 ヶ年平均－0.84％で毎年減少を続けています。 

     減少は少子化の状況がうかがえ、高齢化の進行によりさらに自然減が進むこと

も予測されます。 

（前回計画時は減少率平均－0.66％、10 年間で 356 人の減少でした。） 

 

表 2-2 給水区域内人口・給水人口の推移 

 

　（各年度 3月 31日現在）

区域内人口 給水人口 区域内人口 給水人口

（人） （人） （人） （人） （人） （人）

H23 年度 5,178 5,155 － － － －

H24 年度 5,161 5,137 -17 -18 -0.33 -0.35

H25 年度 5,101 5,078 -60 -59 -1.16 -1.15

H26 年度 5,045 5,029 -56 -49 -1.10 -0.96

H27 年度 4,980 4,964 -65 -65 -1.29 -1.29

H28 年度 4,910 4,894 -70 -70 -1.41 -1.41

H29 年度 4,894 4,880 -16 -14 -0.33 -0.29

H30 年度 4,855 4,841 -39 -39 -0.80 -0.80

H31 年度 4,800 4,788 -55 -53 -1.13 -1.09

R2 年度 4,749 4,736 -51 -52 -1.06 -1.09

49,673 49,502 -429 -419 -8.60 -8.43

4,967 4,950 -42.9 -41.9 -0.86 -0.84

※水道事業決算書より

計

平均

前 年 比 増 減 数 前 年 比 増 減 率種別

年度

給水区域内
人 口

給水人口

4,500

4,600

4,700

4,800

4,900

5,000

5,100

5,200

5,300

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

給水区域内人口

給水人口
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  2．2 給水量実績の推移 

   （1）一日最大給水量及び一日平均給水量 

     一日最大給水量※3は、10ヶ年平均 1,910ｍ3/日となっています。中間年度では大

きな増減は無く横ばい傾向の使用実績となっています。 

     一日平均給水量※4も同様に、小さな増減はありますが、現在 1,596ｍ3/日の実績

となっています。 

（前回計画時と比べ一日最大、平均給水量ともに約 90ｍ3の増加が見られます。） 

 

表 2-3 一日最大給水量・一日平均給水量の推移 

 

　（各年度 3月 31日現在）

一 日 最 大 一 日 平 均 一 日 最 大 一 日 平 均

（ｍ
3
） （ｍ

3
） （ｍ

3
） （ｍ

3
） （％） （％）

H23 年度 1,850 1,495 － － － －

H24 年度 1,855 1,517 5 22 0.27 1.47

H25 年度 1,925 1,611 70 94 3.77 6.20

H26 年度 1,963 1,636 38 25 1.97 1.55

H27 年度 1,951 1,655 -12 19 -0.61 1.16

H28 年度 1,909 1,595 -42 -60 -2.15 -3.63

H29 年度 1,950 1,636 41 41 2.15 2.57

H30 年度 1,931 1,614 -19 -22 -0.97 -1.34

H31 年度 1,930 1,590 -1 -24 -0.05 -1.49

R2 年度 1,837 1,596 -93 6 -4.82 0.38

19,101 15,945 -13 101 -0.44 6.87

1,910 1,594 -1.3 10.1 -0.04 0.69

※水道事業決算書（参考資料）より

計

平均

前 年 比 増 減 数 前 年 比 増 減 率種別

年度

一 日 最 大
給 水 量

一 日 平 均
給 水 量

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

一日最大給水量

一日平均給水量
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   （2）一人一日最大給水量・一人一日平均給水量 

     給水量実績は横ばいであるが、人口は減少していることから、一人当たり給水

量は増加となる傾向が見られます。 

     人口減少とは逆に給水戸数の増加により小世帯化や核家族化による一人当たり

給水量の増加が推測されます。 

    （前回計画時に比べ一人当たり給水量は約 40ℓの増加が見られます。） 

 

表 2-4 一人一日給水量の推移 

 

　（各年度 3月 31日現在）

一人一日最大 一人一日平均 一人一日最大 一人一日平均

（ℓ） （ℓ） （ℓ） （ℓ） （％） （％）

H23 年度 359 290 － － － －

H24 年度 361 295 2 5 0.56 1.72

H25 年度 379 317 18 22 4.99 7.46

H26 年度 390 325 11 8 2.90 2.52

H27 年度 393 333 3 8 0.77 2.46

H28 年度 390 326 -3 -7 -0.76 -2.10

H29 年度 400 335 10 9 2.56 2.76

H30 年度 399 333 -1 -2 -0.25 -0.60

H31 年度 403 332 4 -1 1.00 -0.30

R2 年度 388 337 -15 5 -3.72 1.51

3,862 3,223 29 47 8.05 15.43

386 322 2.9 4.7 0.80 1.54

※水道事業決算書（参考資料）より

計

平均

前 年 比 増 減 数 前 年 比 増 減 率種別

年度

一人一日最大

給水量

一人一日平均

給水量

150

200

250

300

350

400

450

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

一日最大給水量

一日平均給水量

- 6 -



 3 水道事業の概要 

  3.1 配水区域 

    現在の配水区域は、沢入水源系と片桐水源系（第 1～第 7水源）に大別され、その

中を沢入、中組、間柱、柳沢、牧ヶ原高区、牧ヶ原低区、針ヶ平、中通、田島の 9

区域に概ね分割されています。（図 2-1） 

図 2-1 
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沢入水源

49%

中通水源

14%

針ヶ平水源

7%

牧ヶ原水源

9%

小和田水源

7%

田島水源

14%

  3.2 施 設 

    中川村水道施設の給水までの過程は、下記フローの様になっています。また、各

施設の現状は次項のとおりとなっています。 

 

  ・沢入水源系（表流水） 

 

配水 

 

 

沢入水源系は和見沢の表流水を取水ダムにて集水し、沢入浄水場に導水※11します。 

    沢入浄水場では急速ろ過方式により表流水のろ過を行い、塩素滅菌により飲用可

能な水に処理しています。 

    この処理された水は沢入配水池、中組配水池、間柱配水池、柳沢配水池に貯留し、

各区域の需要に応じて配水※13されています。 

    沢入水源は中川村上水道の約 49％を賄う水源となっています。（図 2-2） 

 

・片桐水源系（地下水） 

 

                           配水 

 

 

    片桐水源系は深さ56ｍ～180ｍの7ヶ所の深井戸から地下水を水中ポンプにより取

水して各配水池に導水しています。 

    各配水池（中通、牧ヶ原高区、牧ヶ原低区、針ヶ平、田島）では塩素滅菌により

飲用可能な水に処理しながら貯留を行い、各区域の需要に応じて配水されます。 

     

 

図 2-2 

取水量実績割合（令和 2 年度） 

 

 

 

  

 

 

 

水源（表流水） 浄水場 配水池 

水源（地下水） 配水池 

塩
素
滅
菌 

塩
素
滅
菌 

（
塩
素
滅
菌
） 
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  （1）取水施設 

    取水施設の内訳は、表流水と地下水があります。（表 2-5） 

    取水状況は、和見沢の河川水を取水する沢入水源の水量が夏場の渇水期に不安定

になることがあります。地下水を取水する施設にあっては安定した取水量を確保で

きています。 

 

表 2-5 取水施設の概要 

施設名 形状寸法 

数 量 

計画取水量 

（R2 実績） 

完成年 

（更新年） 

沢入水源 

(取水井) 

種別 表流水 1 井 

Q=700ｍ3/日 

（700ｍ3/日）

昭和 52 年 

 

 

構造寸法 RC 造り V=0.36ｍ3 

0.8×0.8×H1.8(1.0)

中通第 1 水源 

(片桐第 1) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=200ｍ3/日 

（120ｍ3/日）

昭和 60 年 

ポンプ更新 

(平成 17 年）

口径深度 φ300×56ｍ 

ポンプ φ50×0.225ｍ3/分×85ｍ×3.7kw 

牧ヶ原水源 

(片桐第 2) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=290ｍ3/日 

（160ｍ3/日）

平成 3 年 

ポンプ更新 

(平成 28 年)

口径深度 φ250×143ｍ 

ポンプ φ65×13kw 

中通第 2 水源 

(片桐第 3) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=270ｍ3/日 

（140ｍ3/日）

昭和 60 年 

ポンプ更新 

(平成 18 年)

口径深度 φ250×120ｍ 

ポンプ φ80×0.24ｍ3/日×123ｍ×9.2kw 

針ヶ平水源 

(片桐第 4) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=210ｍ3/日 

（130ｍ3/日）

平成 4 年 

ポンプ更新 

(平成 30 年)

口径深度 φ250×180ｍ 

ポンプ φ65×0.3ｍ3/日×160ｍ×11kw 

小和田水源 

(片桐第 5) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=80ｍ3/日 

（120ｍ3/日）

平成 6 年 

ポンプ更新 

(平成 23 年)

口径深度 φ250×103ｍ 

ポンプ φ65×0.183ｍ3/日×161ｍ×11kw 

田島水源 

(片桐第 6) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=160ｍ3/日 

（110ｍ3/日）

平成 13 年 

ポンプ更新 

(平成 25 年)

口径深度 φ250×153ｍ 

ポンプ φ50×0.234ｍ3/日×114ｍ×7.5kw 

田島第 2 水源 

(片桐第 7) 

種別 深層地下水 1 井 

Q=160ｍ3/日 

（150ｍ3/日）

平成 29 年 

ポンプ更新 

(令和 3 年) 

口径深度 φ250×150ｍ 

ポンプ φ40×0.158ｍ3/日×140ｍ×5.5kw 
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 （2）浄水施設 

   ①浄水方法 

    表流水を水源とする沢入浄水場の浄水方法は凝集沈澱・急速ろ過方式でろ過を行

い、塩素滅菌をしています。（図 2-3） 

    

図 2-3 沢入浄水場の浄水方法 

 

 

 

 

 

  原水                                  配水 

（表流水） 

 

   ②施設内容 

    沢入浄水場は昭和 52 年に供用を開始して以来、未更新の設備は約 44 年が経過し

ています。劣化と共に耐震性能に乏しく計画的な補強や改修もしくは更新が必要で

す。 

表 2-6 浄水施設の概要 

施設名 形状寸法 数量 完成年 

着水井 RC 造 幅 1.0ｍ×長 2.0ｍ×高 1.5ｍ V=3.0ｍ3 1 井 昭和 52 年 

混和槽 RC 造 幅 1.0ｍ×長 1.0ｍ×高 3.0ｍ V=3.0ｍ3 1 槽 

ﾌﾛｯｸ形成槽 RC 造 幅 2.32ｍ×長 2.0ｍ×高 2.5ｍ V=11.6ｍ3 2 槽 

薬品沈澱池 RC 造 幅 2.32ｍ×長 10.5ｍ×高 2.5ｍ V=60.9ｍ3 2 池 

急速ろ過池 RC 造 幅 2.3ｍ×長 2.35ｍ ろ過面積 5.4ｍ2 2 池 

逆洗水槽 RC 造 幅 4.0ｍ×長 4.0ｍ×高 3.0ｍ V=48.0ｍ3 1 槽 

沈砂池 RC 造 幅 1.5ｍ×長 7.5ｍ×高 2.0ｍ V=13.5ｍ3 1 池 

管理棟 RC 造 地下 1 階 地上 1 階建 

BF 配管室 

1F 事務室、滅菌室、薬品室、試験室等 

1 棟 

非常用 

自家発電設備 

屋内設置 キュービクル型 出力 74KVA       1 機 平成 15 年 

   

③地下水源の浄水方法 

片桐第 1 から第 7 水源の地下水を取水している施設は、原水が良質であるため塩素

滅菌のみを行っています。 

凝集沈殿 急速ろ過 浄水池 滅菌槽 

ソ-

ダ
灰 

Ｐ
Ａ
Ｃ 

塩 
素 
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 （3）送水施設 

    送水施設は浄水を配水池に送るための施設であり、自然流下では送水※12 が不可能

な箇所にポンプ室、ポンプ設備を設けて運用しています。（表 2-7） 

定期的なポンプ設備の更新を行い、安定した送水を行っています。 

 

表 2-7 送水ポンプ室・送水ポンプ設備の概要 

施設名 形状寸法 数量 
完成年 

（更新年）

間柱送水ポンプ室 

柳沢送水ポンプ 

コンクリートブロック積 A=11.9ｍ2 

多段タービンポンプ 

1 号 φ40×0.07ｍ3/分×245ｍ×11kw 

2 号 φ40×0.07ｍ3/分×245ｍ×11kw 

1 室 

 

1 台 

1 台 

昭和 52 年 

 

(平成 18 年)

(平成 25 年)

中通送水ポンプ室 

針ヶ平送水ポンプ 

 

 

コンクリートブロック積 A=11.9ｍ2 

多段タービンポンプ 

1 号 φ50×0.18ｍ3/分×247ｍ×18.5kw 

2 号 φ50×0.18ｍ3/分×247ｍ×18.5kw 

1 室 

 

1 台 

1 台 

昭和 52 年 

 

(平成 12 年)

(平成 12 年)

下平送水ポンプ室 

中組送水ポンプ 

 

 

RC 造 A=12.0ｍ2 

多段タービンポンプ 

1 号 φ65×0.50ｍ3/分×140ｍ×22.0kw 

2 号 φ65×0.50ｍ3/分×140ｍ×22.0kw 

1 室 

 

1 台 

1 台 

平成 14 年 

 

(平成 24 年)

(平成 14 年)
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 （4）配水施設 

    配水施設として配水池が現在 9 箇所あり、創設当時の配水池ほど老朽化が進んで

いるため、耐用年数を踏まえて今後の更新が必要です。（表 2-8） 

 

表 2-8 配水施設（配水池）の概要 

施設名 形状寸法 数量 完成年 

沢入配水池 RC 造 幅 7.0ｍ×長 7.0ｍ×高 3.5ｍ×2 槽 

V=294.0ｍ3 

1 池 昭和 52 年 

中組配水池 RC 造 幅 6.5ｍ×長 6.5ｍ×高 3.0ｍ×2 槽 

V=211.3ｍ3 

1 池 昭和 52 年 

間柱配水池 RC 造 幅 5.4ｍ×長 5.4ｍ×高 3.0ｍ×2 槽 

V=145.8ｍ3 

1 池 昭和 63 年 

柳沢配水池 RC 造 幅 3.8ｍ×長 3.8ｍ×高 3.0ｍ 

V=72.2ｍ3 

高架水槽 鋼板製 幅 1.1ｍ×長 1.1m×高 1.8ｍ 

V=2.0ｍ3 

2 池 

 

1 槽 

昭和 52 年 

昭和 62 年 

増設 

中通配水池 RC 造 幅 5.0ｍ×長 5.0ｍ×高 3.0ｍ×2 槽 

V=125.0ｍ3 

1 池 昭和 52 年 

針ヶ平配水池 RC 造 幅 3.8ｍ×長 3.8ｍ×高 3.0ｍ 

   幅 4.3ｍ×長 4.3ｍ×高 3.0ｍ 

V=82.3ｍ3 

高架水槽 鋼板製 幅 2.0ｍ×長 2.0m×高 2.5ｍ 

V=8.0ｍ3 

2 池 

 

 

1 槽 

昭和 52 年 

昭和 60 年 

増設 

牧ヶ原高区 

配水池 

RC 造 幅 4.8ｍ×長 4.8ｍ×高 3.0ｍ×2 槽 

V=57.6ｍ3 

1 池 昭和 52 年 

牧ヶ原低区 

配水池 

RC 造 幅 7.0ｍ×長 10.5ｍ×高 4.0ｍ×2 槽 

V=514.5ｍ3 

1 池 平成 4 年 

田島配水池 RC 造 幅 7.0ｍ×長 7.0ｍ×高 3.0ｍ×2 槽 

V=245.0ｍ3 

1 池 平成 12 年 
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 （5）管路施設 

①導水管 

    導水管の総延長は現在 3,043ｍとなっています。沢入導水管は、昭和 52 年度創設

当時の配管であり、44 年が経過しています。耐震性能も低い管種のため、維持管理

や危機管理面で不安があります。（表 2-9） 

 

表 2-9 導水管の概要 

施設名 管種 口径 延長 布設年度 

沢入導水管 VP φ75 250ｍ×2 昭和 52 年度

牧ヶ原導水管 VP φ40  500ｍ 平成 3 年度 

中通導水管 VP φ75  672ｍ 昭和 60 年度

針ヶ平導水管 VP φ75  845ｍ 平成 4 年度 

小和田導水管 VP φ75  400ｍ 平成 6 年度 

田島導水管 HPPE φ75  126ｍ 平成 29 年度

計   3,043ｍ  

 

②送水管 

    送水管の総延長は現在 4,907ｍとなっています。昭和 52 年、創設当時の配管には

耐震性能も低い管種があるため、維持管理や危機管理面で不安があります。（表 2-10） 

 

表 2-10 送水管の概要 

区間 管種 口径 延長 布設年度 

間柱ポンプ室 ～ 

柳沢配水池 

SP 

VP 
φ40 

500ｍ 

1,600ｍ 
昭和 52 年度

中通ポンプ室 ～ 

針ヶ平配水池 

SP 

VP 
φ50 

790ｍ 

140ｍ 
〃 

下平ポンプ室 ～ 

中組配水池 
DCIP φ150 1,877ｍ 平成 14 年度

計   4,907ｍ  

 

  ③配水管 

    配水管の布設延長は令和 2年度末時点で約 81,640ｍとなっています。 

    道路改良、下水道整備等の事業に併せて布設替を行ってきましたが、創設当時の

配管が約 20,000ｍ残っています。 
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  ④給水管 

    給水管は配水管から分岐して需要者に水を供給するために布設する配管であり、

主にポリエチレン管が採用されています。 

    創設当時の配水管から分岐している給水管は、ほとんどが改良前のポリエチレン

管（一層管）のため、漏水による断水事故の多くはこの給水管にあり、配水管の布

設替に併せて更新が必要であります。 

 

  ⑤減圧槽・減圧弁 

    減圧槽・減圧弁は管路の水圧を調整する目的で設けられ、地形、地勢に応じて給

水区域全体が適切な水圧を維持できるような位置に設置するものです。 

現在、減圧槽が 20 ヶ所、減圧弁が 11 ヶ所設置されています。減圧槽 4 ヶ所は近

年更新を行い、耐震性に優れたステンレス鋼製タンクを採用しましたが、残りは創

設当時のままであり、更新が必要です。減圧弁は定期的に点検を行い安定した水圧

設定を行っています。 
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表 2-11 管の種類と特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管  種 特  徴 使 用 箇 所 

VP 

硬質塩化ビニル管 

(HIVP) 

(耐衝撃性硬質塩化 

ビニル管) 

 

軽量・施工容易・安価である。 

当初管路布設では、管と管は接着により接

合を行った。昭和 60 年頃より、ゴム輪によ

る接合に替え、施工性の良さから最近まで

採用してきた。接合部には柔軟性がある。 

配水管 

口径 50mm～150mm 

SP 

鋼管 

外圧及び衝撃に強く、高水圧に対応する。 

埋設場所によっては腐食が発生する。 

配水管 

(高圧区間・水管橋)

口径 50mm～150mm 

DCIP 

ダクタイル鋳鉄管 

強靭であり、外圧及び衝撃に強い。高水圧

に対応する。 

耐震性に優れる。 

配水管 

(国・県道部分) 

口径 75mm～150mm 

HPPE 

配水用ポリエチレン管 

(高密度 

ポリエチレン管) 

軽量・施工容易・柔軟性があり、耐震性に

優れる。 

平成 12 年度から VP に替え採用し現在の基

本使用管種。 

配水管 

口径 50mm～150mm 

PP 

ポリエチレン管 

軽量・施工容易・柔軟性があり、耐震性に

優れる。 

当初のポリエチレン管（一層管）は、水道

水中の塩素に弱く破損が発生する。現在は

対策品（二層管）に替わっている。 

給水管 

口径 13mm～50mm 
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4 事業経営の状況 

  平成 30 年度から令和 2 年度までの過去 3 年間における収益的収支及び経営指標は表

2-12・表 2-13 のとおりです。 

  支出の構成比が高い営業費用は原水及び浄水費、配水及び給水費であり、中でも動力

費が高くなっています。損益合計を見ると、3 ヶ年とも当年度純利益が出ています。 

 

表 2-12 収益的収支の決算状況 

 
表 2-13 経営指標 

 

 

（単位：千円 税抜）

営業収益 89,035 88,386 93,648 72.9%

営業外収益 36,607 37,435 26,805 27.1%

特別損益 0 0 0 0.0%

計 125,642 125,821 120,453 100.0%

営業費用 108,717 107,305 107,604 99.0%

営業外費用 751 700 1,397 0.9%

特別損失 0 0 223 0.1%

予備費 0 0 0 0.0%

計 109,468 108,005 109,224 100.0%

16,174 17,816 11,229 －

　　　　　　※ 水道事業決算書より

令和元年度 令和2年度 構成比率
項目

年度　

損益合計

収
 

入

支
 

出

平成30年度

経営分析

％ 69.1 68.1 77.1 41.06

％ 75.1 76.2 76.8 72.42

％ 82.7 82.7 88.7 58.35

ｍ3/万円 5.4 5.3 5.3 4.88

ｍ3/ｍ 6.7 6.5 6.5 9.14

円/ｍ3 186.7 185.2 184.5 194.87

円/ｍ3 166.6 159.5 187.1 234.17

ｍ3 221,245 221,768 223,675 181,729

円/ｍ3 36.1 32.7 57.7 115.42

財務分析

％ 96.9 97.0 95.7 65.73
％ 83.0 83.7 84.1 88.63
％ 4,551.0 3,621.7 871.7 348.88
％ 114.8 116.5 110.3 108.42
％ 81.9 82.4 87.0 83.51

企業債償還元金 ％ 3.4 3.4 3.5 48.08
企業債利息 ％ 0.9 0.9 0.8 10.34
企業債元金償還金 ％ 4.3 4.3 4.3 58.42
職員給与費 ％ 18.1 17.3 16.8 17.80

※ 水道事業決算書（参考資料）より

令和2年度

施設利用率

有収率

最大稼働率

固定資産使用効率

平成30年度 令和元年度

流動比率
総収益対総費用比率
営業収益対営業費用比率

料

金

収

入

対

比

率

配水管使用効率

供給単価

項目
年度　

給水原価

職員１人当たり給水量

全国平均
（Ｒ元年度）

自己資本構成比率
固定資産対長期資本比率

平成30年度 令和元年度 令和2年度

資本費

全国平均
（Ｒ元年度）

項目
年度　
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第 3 章 水需要予測 

 

 1 人口予測 

  ①行政区域内人口 

行政区域内人口は、「時系列傾向分析」、「コーホート要因法」の 2 通りから推計を行

い最も妥当な推計結果を採用します。 

時系列傾向分析での結果は相関係数の最も高い逆修正指数曲線式となりますが、コ

ーホート要因法で推計した結果が、中川村水道ビジョン及び第 6 次総合計画により近

くなることから、この推計値を採用します。 

 

時系列傾向分析結果 
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コーホート要因法結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計値の比較 
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  ②計画給水人口 

   計画給水人口は一般的に以下の式で算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

   計画給水区域外人口の推計値は、時系列傾向分析により求めます。 

 

給水区域外人口 時系列傾向分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水区域内人口（ａ）＝ 行政区域内人口 － 給水区域外人口 

給 水 普 及 率（ｂ）＝ 
 給水区域内人口（ａ）－ 給水区域内未給水人口

給水区域内人口（ａ）
 

計画給水人口（ｃ）＝ 給水区域内人口（ａ）× 給水普及率（ｂ） 
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 【給水区域内人口の推計値】 

  給水区域内人口の推計値を表 3-1 に示します。 

 

表 3-1 給水区域内人口の推計結果 

 

 

令和 2年度の給水普及率※2は 99.73％と高い値となっています。今後も普及率は一定

で続くものとし、給水区域内人口に普及率を乗じて算出すると、計画給水人口は表 3-2

のようになります。 

 

表 3-2 計画給水人口予測 

 

行政区域内
人口

（人）

給水区域外
人口

（人）

給水区域内
人口

（人）
a b a－b=c

R2（2020） 4,795 46 4,749

R3 4,747 46 4,701

R4（2022） 4,699 44 4,655

R5 4,652 42 4,610

R6 4,604 40 4,564

R7 4,556 38 4,518

R8（2026） 4,510 36 4,474

R9 4,463 34 4,429

R10 4,417 31 4,386

R11 4,370 29 4,341

R12 4,324 27 4,297

R13（2031） 4,275 25 4,250

年度

給水区域内
人口

（人）

普及率
（％）

給水人口
（人）

a b a×b=c

R2（2020） 4,749 99.73 4,736

R3 4,701 99.73 4,688

R4（2022） 4,655 99.73 4,642

R5 4,610 99.73 4,598

R6 4,564 99.73 4,552

R7 4,518 99.73 4,506

R8（2026） 4,474 99.73 4,462

R9 4,429 99.73 4,417

R10 4,386 99.73 4,374

R11 4,341 99.73 4,329

R12 4,297 99.73 4,285

R13（2031） 4,250 99.73 4,239

年度
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 2 給水量予測 

給水量の予測は、有収水量※5 を用途別に生活用水、業務営業用水、工場用水及びそ

の他用水に分類し、過去 10 年間の実績に基づき、時系列傾向分析により推計し、最も

妥当な計算値を採用します。（表 3-3） 

 

①生活用水の算出 

   生活用水は、給水人口の動向と密接な関係があるため、ここでは給水一人当たりの

使用量＝生活用原単位（ℓ/人/日）を推計し、計画給水人口を乗じて算出します。 

   生活用水（ｃ）＝生活用原単位（ａ）×計画給水人口（ｂ） 

   推計結果は、相関係数が最も高い値を採用します。一人当たりの生活用水は増加傾

向で推移しますが、これは核家族化による一人当たりの使用水量の増加が考えられま

す。 

 

②業務営業用水等の算出 

   業務営業用水、工場用水、その他用水は、時系列計算方法で推計し、若干の減少ま

たは、ほぼ横ばいになっています。 

 

表 3-3 給水量予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一日
生活用水

（ℓ/人/日）

給水人口
（人）

生活用水
（ｍ3/日）

業務
営業用水
（ｍ3/日）

工場用水
（ｍ3/日）

その他用水
（ｍ3/日）

計
（ｍ3/日）

a b a×b=c d e f c+d+e+f=g

R2（2020） 215 4,736 1,018 175 27 7 1,227

R3 219 4,688 1,027 173 27 7 1,234

R4（2022） 223 4,642 1,035 172 28 6 1,241

R5 226 4,598 1,039 171 28 6 1,244

R6 230 4,552 1,047 169 28 6 1,250

R7 234 4,506 1,054 168 28 5 1,255

R8（2026） 239 4,462 1,066 167 29 5 1,267

R9 243 4,417 1,073 166 29 5 1,273

R10 247 4,374 1,080 165 29 5 1,279

R11 251 4,329 1,087 164 29 5 1,285

R12 256 4,285 1,097 163 29 5 1,294

R13（2031） 260 4,239 1,102 163 29 4 1,298

年度
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③有収率・負荷率の設定 

    有収率： 過去 10 年間の実績は最高値が 79.9％であり、令和 2 年度実績も 76.4％

と高い水準に達しています。今後もこの水準を維持していきながら、老

朽管路の布設替等により上昇を目指し、令和 13（2032）年度に 80.0％と

なるよう計画します。 

 

    負荷率：過去 10年間の実績は 80.8％～86.9％の間で推移しています。ここでは実

績最低値である 80.8％で一定として設定します。 

 

 

④一日平均・最大給水量の算出 

    有収水量の算出結果、有収率※6、負荷率※10 の設定値を用いて一日平均・最大給水

量を算出します。（表 3-4・表 3-5） 

 

表 3-4 一日平均・最大給水量予測 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

有収水量
（ｍ3/日）

有収率
（％）

一日平均
給水量

（ｍ3/日）

負荷率
（％）

一日最大
給水量

（ｍ3/日）
a b a÷b=c d c÷d=e

R2（2020） 1,227 76.4 1,606 86.9 1,848

R3 1,234 76.8 1,607 80.8 1,989

R4（2022） 1,241 77.1 1,610 80.8 1,993

R5 1,244 77.5 1,605 80.8 1,986

R6 1,250 77.8 1,607 80.8 1,989

R7 1,255 78.2 1,605 80.8 1,986

R8（2026） 1,267 78.6 1,612 80.8 1,995

R9 1,273 78.9 1,613 80.8 1,996

R10 1,279 79.3 1,613 80.8 1,996

R11 1,285 79.6 1,614 80.8 1,998

R12 1,294 80.0 1,618 80.8 2,002

R13（2031） 1,298 80.0 1,623 80.8 2,009

年度
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表3-5　実績及び予測表
 実績

平成 令和

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 2年

(人) 5,244 5,223 5,162 5,107 5,040 4,969 4,950 4,910 4,846 4,795

(人) 5,178 5,161 5,101 5,045 4,980 4,910 4,894 4,855 4,800 4,749

(人) 5,155 5,137 5,078 5,029 4,964 4,894 4,880 4,841 4,788 4,736

(％) 99.56 99.53 99.55 99.68 99.68 99.67 99.71 99.71 99.75 99.73

(戸) 1,550 1,564 1,582 1,581 1,584 1,586 1,619 1,626 1,616 1,628

一人一日平均 (ℓ/人/日) 184 189 191 189 193 196 201 206 207 215

一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 947 969 972 949 956 959 981 999 989 1,018

業務営業用 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 207 208 217 204 185 172 182 181 181 166

工場用 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 23 22 22 20 22 24 26 30 29 28

その他 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 13 13 13 12 11 9 9 8 7 8

(ｍ
3
/日) 1,190 1,212 1,224 1,185 1,174 1,164 1,198 1,218 1,206 1,220

(ｍ
3
/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(ｍ
3
/日) 1,190 1,212 1,224 1,185 1,174 1,164 1,198 1,218 1,206 1,220

(ｍ
3
/日) 305 305 387 451 481 431 437 396 384 376

(ｍ
3
/日) 1,495 1,517 1,611 1,636 1,655 1,595 1,635 1,614 1,590 1,596

(ℓ/人/日) 290 295 317 325 333 326 335 333 332 337

(ｍ
3
/日) 1,850 1,855 1,925 1,963 1,951 1,909 1,950 1,931 1,930 1,837

(ℓ/人/日) 359 361 379 390 393 390 400 399 403 388

(％) 79.6 79.9 76.0 72.4 70.9 73.0 73.3 75.5 75.8 76.4

(％) 79.6 79.9 76.0 72.4 70.9 73.0 73.3 75.5 75.8 76.4

(％) 80.8 81.8 83.7 83.3 84.8 83.6 83.8 83.6 82.4 86.9

 予測
計画年次 計画年次

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年

（2022） （2026） （2031）

(人) 4,669 4,652 4,604 4,556 4,510 4,463 4,417 4,370 4,324 4,275

(人) 4,655 4,610 4,564 4,518 4,474 4,429 4,386 4,341 4,297 4,250

(人) 4,642 4,598 4,552 4,506 4,462 4,417 4,374 4,329 4,285 4,239

(％) 99.72 99.74 99.74 99.73 99.73 99.73 99.73 99.72 99.72 99.74

(戸) 1,647 1,654 1,662 1,669 1,678 1,686 1,696 1,705 1,708 1,717

一人一日平均 (ℓ/人/日) 223 226 230 234 239 243 247 251 256 260

一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 1,035 1,039 1,047 1,054 1,066 1,073 1,080 1,087 1,097 1,102

業務営業用 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 172 171 169 168 167 166 165 164 163 163

工場用 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 28 28 28 28 29 29 29 29 29 29

その他 一 日 平 均 (ｍ
3
/日) 6 6 6 5 5 5 5 5 5 4

(ｍ
3
/日) 1,241 1,244 1,250 1,255 1,267 1,273 1,279 1,285 1,294 1,298

(ｍ
3
/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(ｍ
3
/日) 1,241 1,244 1,250 1,255 1,267 1,273 1,279 1,285 1,294 1,298

(ｍ
3
/日) 369 361 357 350 345 340 334 329 324 325

(ｍ
3
/日) 1,610 1,605 1,607 1,605 1,612 1,613 1,613 1,614 1,618 1,623

(ℓ/人/日) 347 349 353 356 361 365 369 373 378 383

(ｍ
3
/日) 1,993 1,986 1,989 1,986 1,995 1,996 1,996 1,998 2,002 2,009

(ℓ/人/日) 429 432 437 441 447 452 456 462 467 474

(％) 77.10 77.50 77.80 78.20 78.60 78.90 79.30 79.60 80.00 80.00

(％) 77.10 77.50 77.80 78.20 78.60 78.90 79.30 79.60 80.00 80.00

(％) 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80 80.80

有 効 水 量 (B)

現 在 給 水 人 口

普 及 率

給 水 戸 数

有 効 率 B/D=(I)

負 荷 率 D/F=(J)

無 効 水 量 (C)

一 日 平 均 給 水 量 (D)

一 人 一 日 平 均 給 水 量 (E)

一 日 最 大 給 水 量 (F)

一 人 一 日 最 大 給 水 量 (G)

有 収 率 A/D=(H)

用
　

途
　
別
　
水

　
量

有
 

効
 
水

 
量

行 政 区 域 内 人 口

項目

有
 
収

 
水
 
量

生活用

有 収 水 量 計 (A)

有 効 無 収 水 量

一 日 平 均 給 水 量 (D)

一 人 一 日 平 均 給 水 量 (E)

一 日 最 大 給 水 量 (F)

一 人 一 日 最 大 給 水 量 (G)

有 収 率 A/D=(H)

計 画 給 水 区 域 内 人 口

有 効 率 B/D=(I)

負 荷 率 D/F=(J)

年次

給 水 戸 数

用
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水
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有 効 水 量 (B)

無 効 水 量 (C)
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項目

行 政 区 域 内 人 口

計 画 給 水 区 域 内 人 口
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普 及 率

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

2600

2800

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

23 24 25 26 27 28 29 30 31 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

水量
人口

年度

給水人口

一日最大給水量

有収水量

- 26 -



第 4 章 問題点と課題 

 

 1 問題点と課題の抽出 

   

（1）取水施設 

沢入水源は夏期、冬期に水量が減少し、恒常的に沢入水源を地下水源が助ける形

となっています。代替水源、補助水源の確保が必要です。 

牧ヶ原水源、小和田水源は、地下水の水位が低下して揚水量が減少しているため、

井戸更生または、代替水源の確保が必要です。 

    針ヶ平水源は予備水源がありません。事故に備えた予備井が必要となっています。 

    中通水源は老朽化しているため、井戸更生または代替水源の確保が必要です。 

 

（2）浄水施設 

    沢入浄水場は創設時の昭和 52年建設であり、老朽化が進んでいます。 

    また、気候変動に伴い発生する豪雨により濁度が上昇し、浄水処理能力が間に合

わない状況もあるため、対応できる施設が必要となっています。 

 

（3）送水施設 

    間柱、中通ポンプ室は創設時の施設であり、老朽化が進み、耐震性にも乏しい施

設となっています。 

    下平ポンプ室は中組、間柱区域の使用水量に応じ送水していますが、渇水期等、

時として送水量が多くなることがあり、動力費に影響しています。 

     

（4）配水施設 

    配水池のほとんどは創設時の施設であり、老朽化が進み、耐震性にも乏しい施設

となっています。 

    配水系統の見直しにより施設規模の検討が必要な施設もあります。 

 

（5）管路施設 

    管路施設には創設時の配管が残っており、ビニール管で耐震性にも乏しいことか

ら布設替が必要です。 

    また、路線によっては維持管理が困難な箇所に布設されている配管もあり、路線

変更等の検討を併せて行う必要があります。 

    給水管路にもポリエチレン管の古いものが多く、現在では漏水の最大原因となっ

ています。管理不明な箇所のルート解消と併せて布設替が必要です。 
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2 施策目標と主要施策 

抽出された施設・運営状況におけるそれぞれの問題点と課題は、厚生労働省『新水

道ビジョン』に示された「安全」・「強靭」・「持続」の理想像に分類するとともに、取

り組むべき目標と施策を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「厚生労働省 新水道ビジョンより」 

 

 

（1）「安全」 安全な水道 

  【目標】 

   安心と信頼を目指し、水源保全の取組みを進め、原水水質から浄水処理及び配水ま

での監視を強化し、いつでもどこでも、おいしく飲める水道に努めます。 

 

  【施策】 

   ①水源保全協力の働きかけ 

     目的不明な土地取引による地下水への影響、水源涵養機能の低下を防ぐため、

水源地域の土地の取引等について、住民の方々へ保全の協力を得られるよう働き

かけていきます。 

   ②取水・配水系統の再編や再構築 

     水需要や将来の維持管理を考慮して新水源の開発や統廃合、配水エリアの見直

しを行い、相互融通可能な水道システムの改善を図ります。 

   ③監視システムの強化 

     監視システムの信頼性の向上対策を講じ、非常時においても水道施設の運転状

況を的確に把握、判断し、適切に運転操作できるものとします。 
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（2）「強靭」 強靭な水道 

【目標】 

強靭な水道施設を構築するために、老朽化した施設の計画的な更新とともに、水

道施設の耐震化、近隣水道事業者とのネットワーク網をつくり、災害時においても

水道水の供給ができるよう努めます。 

 

【施策】 

   ①施設更新計画 

     老朽した浄水場や配水池等の基幹施設及び送・配水管の更新計画を立案します。 

   ②施設の耐震化 

     施設更新に合わせた耐震化を計画し耐震化率の向上に努めます。 

   ③応急給水設備の設置 

     災害時に応急給水を行えるような配水池等の施設を整備します。 

   ④近隣水道事業者との相互連携の検討 

   近隣水道事業者からの給水供給を視野に今後の連携を協議し検討していきます。 

 

（3）「持続」 水道サービスの持続 

【目標】 

   水道事業の必要性に対する理解を深めていただくために、有効な情報提供手段によ

り情報提供の充実を図るとともに、安定的な事業運営がなされるよう努めます。 

 

【施策】 

   ①水源計画の検討 

     取水施設の老朽化、気象変化により自己水の取水量が減少しているため、飯島

町からの受水を計画するとともに、上伊那圏域での広域連携を検討します。 

②情報提供手法の検討・実施 

     事業運営の透明性を確保するために、広報誌、ホームページを通じて水道事業

の紹介や水の大切さを情報提供します。また、水道施設見学会を行う機会をつく

り、水道の仕組みについて理解を深めていただくよう努めます。 

 ④地球環境に配慮した施設計画 

   地球環境に配慮し、また経営効率を高めるため、高低差を利用した位置エネル

ギーを最大限活用した施設計画と共に、省エネルギー化を図る資機材の利用を検

討し、カーボンオフセットにつなげます。 

 ⑤ICT 技術（情報通信技術）の活用 

   スマートメーター、ハンディーターミナル（携帯端末）などの ICT 技術を活用

して経営管理やリスク管理の効率化を図れるように検討します。 
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第 5 章 事業計画 

 

1 整備計画 

（1）整備計画の方針 

   整備計画は国レベルの人口減を踏まえ、村の将来に向けての適正規模とした水道事

業を目指すため、全面的な見直しによる施設の統廃合等を踏まえた計画を行います。 

    

・計画目標年度 

   計画期間は、令和 4（2022）年度から令和 13（2031）年度までの 10年間とし、計画

目標年度は令和 13（2031）年度とします。 

  

  ・水源計画 

   計画一日最大給水量の見直しと共に、各水源の存続及び取水量の見直しを行います。 

   また、災害時などの緊急用水確保に努めるとともに、表流水の確保を検討し、水源

の保全を図ります。 

 

  ・浄水場、配水池の施設能力 

   浄水場及び配水池の現状設備能力、配水管網の特性、老朽管更新計画、配水ブロッ

クの見直し等を考慮した水理検証により、施設整備が少なく、効率的な配水が可能と

なる施設能力を設定します。 

 

  ・建設改良計画 

   効率的に安定した水道水の供給を行うために、計画目標年度である令和 13（2031）

年度までに耐用年数を迎える機械・電気設備の更新を実施します。 

   安全な浄水を供給するために、将来的な水質基準の強化などを勘案し、現状の浄水

方法及び浄水施設の改善の必要性を見極めます。 

   今後も長期にわたり利用する構築物は、修繕に合せた耐震補強や更新により基幹施

設を耐震化し、災害に強い水道システムを構築します。 

 

  ・管路施設整備事業 

   水需要の見直しに伴い、配水計画の見直しを行います。 

   新規整備及び更新する幹線路線は、耐震性能を有した管により整備を行うとともに、

維持管理の可能な路線選定を行い、強靭な供給システムの構築を図ります。 

   併せて漏水対策のため給水管の更新も行い、有収率の向上に努めます。 

   また、未普及区域への給水拡大を検討し、給水普及率の向上を目指します。 
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（2）整備計画の概要 

水源の確保と施設の統廃合を考慮し、10 年後の施設計画を提案します。 

    懸案の水源確保については、緊急時のみの対応であった飯島町からの受水につい

ての協議が進み、水道用水供給事業の創設により、常用水源として供給ができるこ

ととなりました。これにより給水エリアの変更が可能となり、片桐地区の配水を賄

う地下水源は縮小することが可能となります。 

また、沢入水源は給水エリアを考慮し、更新を計りながら継続しますが、更なる

安全、強靭な水道とするため、小規模ではあるものの補給水源として竜東地区に水

源開発を目指します。 

     

表 5-1 水源配水施設等の変化 

施 設 令和 2（2020）年度現在 令和 13（2031）年度（10年後）

水源施設 

（表流水） 

 沢入 

（地下水） 

中通・中通第２・牧ヶ原・ 

小和田・針ヶ平・田島・ 

田島第２ 

（表流水）  

沢入 

（地下水） 

田島・田島第２ 

（受水） 

 飯島町 

（補給水源） 

竜東地区 

（予備水源） 

中通・中通第２・牧ヶ原・ 

小和田・針ヶ平 

配水施設 

（配水池） 

沢入・中組・間柱・柳沢・ 

牧ヶ原高区・牧ヶ原低区・ 

針ヶ平・中通・田島 

（高架水槽） 

 針ヶ平・柳沢 

（圧送ポンプ室） 

下平・柳沢・中通 

（配水池） 

沢入・中組・間柱・栁沢・ 

牧ヶ原低区・針ヶ平・田島・

（新）牧ヶ原高区・桃里 

（高架水槽） 

 柳沢 

（圧送ポンプ室） 

 下平・栁沢・桃里 
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10 年後の中川村水道事業の給水エリアは 3 箇所の水源系統として分割し、相互の融

通が図れる供給システムを目指します。 

 

令和 2（2020）年度現在 

 

 

 

 

 

 

水源開発、配水系統の変更

による相互の融通が図れる

供給システムとします。 
49%

14%
7%

9%

7%

14%

水源取水率

沢入水源 中通水源

針ヶ平水源 牧ヶ原水源

小和田水源 田島水源

次ページ 
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10 年後（令和 13（2031）年度計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34%

11%

55%

水源取水率

沢入水源 田島水源 飯島水源
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（3） 年次計画 

   計画に示した方針は、個別の事業計画を策定し、相互の関連に留意しつつ着実に実

施するものとします。概ね 5 年毎の短期から長期（第 1 期～第 3 期）の計画として下

図のとおりとし、期ごとに目標を掲げて進めます。（図 5-1） 

 

図 5－1 主要年次計画 
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第 1 期（令和 4（2022）年度～令和 8（2026）年度までの 5 年間） 

 

水道ビジョンの第 1 回見直しによる施設整備内容の変更、飯島町からの本格受水

による現状施設の更新を踏まえた検討、整備を行います。 

 

① 飯島町上水道との協議が進み、常用水源としての受水が可能となるため、水圧

調整を行い配水系統の変更をします。 

   ② 針ヶ平・横前配水区の基幹管路更新を行います。 

   ③ 飯島町からの受水により、休止可能な 針ヶ平水源、小和田水源は予備水源とし

ます。 

④ 配水系統変更により不要となる 針ヶ平配水池の高架水槽を廃止します。 

   ⑤ 沢入水源系の補給となる水源の調査を竜東地区にて行います。 

   ⑥ 沢入浄水場の更新を配水区域の変更水量にて規模を縮小して行います。 

    併せて沢入配水池の更新も必要規模にて行います。 

   ⑦ 老朽化した監視システムの更新を行います。 

   ⑧ 有休用地に、環境に配慮した施設を設けるなどの有効活用を検討します。 

    ※ 飯島町からの本格受水は令和 4年 6月 1日を予定 

 

 第 2 期（令和 9（2027）年度～令和 13（2031）年度までの 5 年間） 

     

飯島町からの本格受水による配水エリアの切り替えや統廃合事業を行います。 

 

 

① 飯島町からの受水を有効に配水するため、牧ヶ原高区配水池より中通配水区に

配水管を敷設し、配水ブロック及び配水計画の変更を行います。併せて老朽化も

進む牧ヶ原高区配水池の規模を変更しての更新も行います。 

不要となる老朽化した中通配水池は廃止します。 

② 中通配水池の廃止に伴い、中央配水区には牧ヶ原低区配水池より配水管を敷設

し、配水ブロック及び配水計画の変更を行います。 
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 第 3 期（令和 14（2032）年度以降） 

     

施設、管路の更新、機器改修を引き続き行います。 

 

 

   ① 中組配水池、間柱配水池、柳沢配水池、 針ヶ平配水池の更新を必要規模にて行

います。 

② 老朽管路、小規模構築物、機械設備は定期的かつ計画的な更新時期を決め、20

年以内に行います。 

③ 給水区域外の水道施設に援助を行います。 
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表5-2　事業実施スケジュール
令和 計画年次 計画年次

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

 項 目 (2022) (2026) (2031) (2036)

更新

予備水源

予備水源

予備水源

予備水源

予備水源

P更新

P更新

受水

更新

P更新 P更新

更新

廃止

更新

更新

更新

更新

更新

更新

廃止

廃止

更新 更新

更新

電気計装

更新

その他

未普及解消

間柱配水池

柳沢配水池

牧ヶ原高区配水池

牧ヶ原低区配水池

小規模構造物
   （減圧槽、減圧弁）

配 水

針ヶ平配水池（高架水槽）

柳沢配水池（高架水槽）

針ヶ平配水池

中通配水池

沢入浄水場

下平圧送ポンプ室

柳沢圧送ポンプ室

針ヶ平圧送ポンプ室

沢入配水池

中組配水池

送 水

小和田水源

針ヶ平水源

中通第１水源

中通第２水源

田島水源

浄 水

田島第２水源

飯島町上水道受水

田島配水池

監視装置

飯沼ポンプ

給水区域外(桃里地区)

管路施設
　 （導水管、配水管）

年 次 

事業年次計画

取 水

沢入水源

牧ヶ原水源
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2 財政計画 

 

（1） 概算事業費 

   概算事業費は、10 年後の令和 13（2032）年度までに総額で約 23.3 億円を見込みま

す。（表 5-3） 

   財源内訳は国庫補助金が事業費の 1/3 該当すると予定して、約 7.8 億円、起債額が

14.0 億円、水道事業会計が 1.5 億円として行います。 

 

表 5-3 事業費総括表 

 

 

 

（単位:千円）

費　目 単位 金　　額 備　　考

工事費 一式 81,950

一式 429,770

一式 36,190

一式 597,630

一式 969,870

一式 49,940

一式 0

一式 0

2,165,350

一式 162,030

一式 9,600

2,336,980

事務費 －

2,336,980

775,740

1,404,500

156,740

2,336,980

起 債 額

水 道 事 業 会 計

計

調査費

用地・補償費

調査設計委託費

事 務 費

工 事 費 合 計

未普及解消

本工事費計

管路施設

電気計装

その他

総　　合　　計

財源内訳

国 庫 補 助 金

種  目  別 施　設　別

取水施設

浄水施設

送水施設

配水施設

本工事費
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   年次計画による概ね 5 ヶ年毎の短期から長期計画事業費は表 5-4 のとおりです。 

 

表 5-4 概算工事費（短期～長期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位:千円）

施　設　別 金　　額
短期

（R4～R8）
中期

（R9～R13）
長期

（R14～）
備　　考

取水施設 81,950 27,500 44,990 9,460

浄水施設 429,770 429,770 0 0

送水施設 36,190 7,040 29,150 0

配水施設 597,630 96,910 118,690 382,030

管路施設 969,870 427,570 271,150 271,150

電気計装 49,940 49,940 0 0

その他 0 0 0 0

未普及解消 0 0 0 0

本工事費計 2,165,350 1,038,730 463,980 662,640

調査設計費 162,030 78,540 31,240 52,250

用地補償費 9,600 5,260 1,180 3,160

工事費合計 2,336,980 1,122,530 496,400 718,050

事務費 0 － － －

総合計 2,336,980 1,122,530 496,400 718,050
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表5-5　事業費年次計画表
単位（千円）

令和 計画年次 計画年次

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 計

　項目 （2022） （2026） （2031） （2036）

事業年次計画 （完成・更新年）

S52 0 0 0 0 0 35,530 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35,530

H3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 予備水源 － － － － 0

H6 0 0 0 0 0 予備水源 － － － － － － － － － 0

H4 0 0 0 0 0 予備水源 － － － － － － － － － 0

S60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 予備水源 － － － － 0

S60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 予備水源 － － － － 0

H12 0 0 0 0 0 0 9,460 0 0 0 0 0 0 0 0 9,460

H29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,460 0 9,460

新 27,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27,500

S52 0 0 0 165,000 264,770 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 429,770

H14 7,040 0 0 0 0 7,040 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14,080

S52 0 0 0 0 0 22,110 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22,110

S52 0 0 0 0 0 廃止 － － － － － － － － － 0

S52 0 0 0 0 96,910 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 96,910

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 143,110 0 0 0 0 143,110

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 59,840 0 0 0 59,840

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55,220 0 0 55,220

S52 0 0 0 0 0 118,690 0 0 0 0 0 0 0 0 0 118,690

H4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 59,840 0 59,840

S52 0 0 0 0 0 廃止 － － － － － － － － － 0

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 廃止 － － － － 0

H12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21,340 21,340 21,340 0 0 64,020

55,770 111,430 100,870 74,470 85,030 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 54,230 969,870

H16 0 0 49,940 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49,940

S52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工事費合計 90,310 111,430 150,810 239,470 446,710 237,600 63,690 54,230 54,230 54,230 218,680 135,410 130,790 123,530 54,230 2,165,350

調査設計費 6,710 8,910 8,030 40,370 14,520 14,080 4,290 4,290 4,290 4,290 17,490 10,890 10,450 9,130 4,290 162,030

用地、補償費 0 0 0 1,650 3,610 1,180 0 0 0 0 1,430 590 550 590 0 9,600

97,020 120,340 158,840 281,490 464,840 252,860 67,980 58,520 58,520 58,520 237,600 146,890 141,790 133,250 58,520 2,336,980

小和田水源

針ヶ平水源

中通第１水源

年次　

沢入水源

牧ヶ原水源

取水

沢入浄水場

下平圧送ポンプ室

柳沢圧送ポンプ室

中通第２水源

田島水源

田島第２水源

飯島町上水道受水

浄水

送水

事業費計

未普及地区解消（給水区域外）

田島配水池

小規模構造物（減圧槽、減圧弁）

管路施設（導水管、配水管）

牧ヶ原高区配水池

牧ヶ原低区配水池

監視装置

針ヶ平配水池

針ヶ平配水池（高架水槽）

針ヶ平圧送ポンプ室

沢入配水池

中組配水池

配水

中通配水池

飯沼ポンプ

間柱配水池

柳沢配水池

柳沢配水池（高架水槽）
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4 評価と見直し 

 

（1） 進捗状況と実施効果 

   計画の進捗状況は、施設更新状況や老朽管の残延長など、施設整備で事業の推進を

図り、定期的に進捗状況を確認することが必要です。10 年間という整備計画の中では、

人口の変動や水需要の動向も社会情勢の変化によって変わる可能性があるため、進捗

状況と併せて事業の成果や効果を検証しながら、計画の中期段階での見直しをする中

で、水道施設整備を進めていきます。 

 

 

（2） 計画の見直し 

   計画の見直しはＰＤＣＡサイクルにより、事業の進捗(Ｄｏ)、目標達成状況の確認（Ｃ

ｈｅｅｋ）、改善の検討（Ａｃｔｉｏｎ）を行い、当初計画や事業推進に伴う問題点、

事業の有効性などを確認しながら計画の推進や見直し（Ｐｌａｎ）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

Ｐｌａｎ 

計画・立案 

計画の策定 

Ｄｏ 

実施 

施設の整備 

Ｃｈｅｃｋ 

評価 

指標の分析 

Ａｃｔｉｏｎ 

改善 

目標未達成の対応 
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 整 備 計 画 フ ロ － 図 

 
現 在 

Ｒ２（２０２０）年度の状況 ······································ 43 

 

整備計画案の５年後 

Ｒ８（２０２６）年度までの整備状況 ······························ 44 

整備計画案の１０年後 

Ｒ１３（２０３２）年度までの整備状況 ···························· 45 
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水道施設フロー図 R2（2020）年度

間柱配水池

柳沢配水区（高架）

柳沢配水区

柳沢配水区（減圧）

北林配水区

三共・葛北配水区

南陽配水区

Ｐ

中組配水池

下平配水区

中組・沖町・三共配水区
飯沼第4配水区

飯沼第3配水区

丸尾第3配水区

丸尾第2配水区

谷田配水区

黒牛第2配水区

次亜塩素

沢入浄水場

ｿｰﾀﾞ灰
ＰＡＣ

飯沼第5配水区Ｐ

V=514.5m3

柳沢減圧槽

G L=673.41
HWL=673.31
LWL=672.31

北林減圧槽

G L=527.95
HWL=527.85
LWL=526.85

丸尾第2減圧槽

G L=838.00
HWL=837.90
LWL=836.90

丸尾第3減圧槽

G L=773.89
HWL=773.79
LWL=772.79

飯沼第4減圧槽

飯沼第5減圧槽

G L=659.52
HWL=659.42
LWL=658.42

G L=584.41
HWL=584.31
LWL=583.31

着水井 配水池

G L=594.10 G L=594.10
HWL=594.50
LWL=593.70

HWL=593.60
LWL=591.10

沈澱池

ろ過池

滅菌槽

W L=969.90V=294.0m3

V=145.8m3

V=72.2m3

V=2.0m3

G L=733.00

G L=593.00

G L=690.00

G L=482.00

G L=525.00

G L=640.00

谷田減圧槽

G L=726.58
HWL=729.00
LWL=727.50

着水井 配水池

G L=660.64
HWL=661.14
LWL=660.44

G L=660.64
HWL=660.34
LWL=657.74

V=211.3m3

G L=539.00

中組減圧槽

G L=597.95
HWL=597.45
LWL=596.05

G L=580.00
G L=583.00

G L=692.00

G L=705.00

G L=795.00

G L=650.00

G L=700.00

飯沼第2減圧槽

G L=808.58
HWL=811.20
LWL=809.70

飯沼第3減圧槽

G L=734.17
HWL=734.07
LWL=733.07

受水井

混和槽
W L=970.50

G L=970.00 G L=970.00 G L=970.00

受水井

HWL=971.00
LWL=970.50

沈澱池 滅菌槽

HWL=970.50
LWL=698.50

HWL=966.25
LWL=965.25

G L=510.00

柳沢配水池

着水井 配水池 高架水槽

G L=740.08 G L=740.08 G L=740.08
HWL=740.38
LWL=739.88

HWL=739.78
LWL=737.28

HWL=751.43
LWL=749.78

沢入配水池

配水池

G L=965.20
HWL=965.20
LWL=962.20

G L=520.00

Ｒ

北組配水区

南原配水区 牧ヶ原配水区

G L=528.00G L=525.00

柳沢圧送ポンプ室

G L=626.66
Q=106.0m3/日牧ヶ原低区配水池

着水井 配水池

G L=563.00G L=563.00
HWL=562.50
LWL=559.00

HWL=563.30
LWL=562.80

下平圧送ポンプ室

G L=538.60

G L=802.08
HWL=804.50
LWL=803.00

沢入配水区

給水量：  3.0m3/日

G L=870.00

G L=915.40
HWL=917.70
LWL=916.20

Ｒ

G L=808.00

Ｒ

給水量：  1.0m3/日

給水人口：1009人

給水人口： 64人

給水人口： 26人

給水人口：210人

給水人口：631人

給水人口： 26人

P

V=57.6m3

P

Ｒ

牧ヶ原高区配水池

着水井 配水池

G L=582.20
HWL=581.70

G L=582.20
HWL=582.50
LWL=581.00 LWL=579.20

P

V=125.0m3

中通配水池

着水井 配水池

G L=561.73 G L=561.73
HWL=562.03
LWL=561.53

HWL=561.43
LWL=558.93

針ヶ平圧送ポンプ室

G L=557.73
Q=114.0m3/日

給水人口：605人

Q=700.0m3/日

給水人口：340人

給水量：124.0m3/日

給水人口：  9人

給水人口： 44人

給水量： 14.3m3/日

給水人口： 56人

給水量： 18.2m3/日

給水人口： 30人

給水量：  9.7m3/日

給水量： 34.2m3/日

給水人口： 24人

給水量：  7.8m3/日
給水人口：  3人

給水人口： 52人

給水量： 16.9m3/日

給水量：404.0m3/日

給水人口：706人

給水人口：220人

Q=165.0m3/日給水人口： 83人

給水人口：268人

給水人口： 58人

給水量： 18.9m3/日

給水人口：274人給水人口：257人

給水量：261.0m3/日
送水量：165.0m3/日

NWL=540.73
LWL=522.10

G L=557.73

Q=187.0m3/日

片桐第１水源(地下水)
（中通第1）

G L=547.21

LWL=493.04
NWL=529.12

Q=316.7m3/日

片桐第２水源(地下水)
（牧ヶ原）

G L=520.00
NWL=512.50
LWL=460.10

Q=146.0m3/日

片桐第５水源(地下水)
（小和田）

給水人口： 85人

給水人口： 28人

給水量： 9.0m3/日

給水人口： 71人

給水量： 31.0m3/日

給水量：218.0m3/日

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

上前沢減圧槽

G L=622.70
HWL=622.60
LWL=621.60

G L=630.00

Ｒ

給水人口：  9人

給水人口： 12人

上前沢配水区

給水人口：148人

V=82.3m3

Ｐ

V=8.0m3

次亜塩素

P

G L=545.00

G L=520.00

G L=630.00

竹ノ上第2配水区

給水人口： 50人

小平配水区

給水人口： 51人

針ヶ平・横前配水区

給水人口：471人

田島配水区

G L=479.00

給水人口：605人

給水量：195.0m3/日
P

V=245.0m3

G L=561.83
NWL=542.66
LWL=483.60

Q= 97.5m3/日

片桐第６水源(地下水)
（田島）

次亜塩素

P

竹ノ上第2減圧槽

G L=555.63
HWL=555.53
LWL=554.53

G L=560.00

竹ノ上第1配水区

給水人口： 45人

小平減圧槽

G L=614.29
HWL=614.19
LWL=613.19

Ｒ
G L=620.45
HWL=620.35
LWL=619.35

竹ノ上第1減圧槽

飯島町上水道より

中央配水区

G L=485.00

中通配水区

G L=520.00

給水人口： 65人

給水量： 21.0m3/日

小和田配水区

G L=500.00

小和田配水区

G L=515.00

給水人口： 74人

柏原配水区

Ｒ

渡場配水区

渡場減圧槽

G L=527.50
HWL=527.40
LWL=526.40

柏原減圧槽

G L=546.67
HWL=546.17
LWL=544.57

G L=475.00 G L=470.00

給水人口：113人 給水人口：224人

沢入水源(表流水)

G L=1003.00
W L=1001.50

沈砂池

G L=995.00
HWL=994.70
LWL=993.50

Q=770.0m3/日

給水人口：786人

給水量：313.0m3/日

針ヶ平配水池

着水井 配水池 高架水槽

G L=690.49
HWL=690.79
LWL=690.29

G L=690.49 G L=690.49
HWL=690.19
LWL=687.69

HWL=700.69
LWL=698.69

Q= 97.5m3/日

NWL=521.75
LWL=436.38

G L=557.00

片桐第７水源(地下水)
（田島第2）400

450

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

HWL=751.00
LWL=749.00

上通減圧槽

G L=751.50

Ｒ

七久保南部配水池

配水池

HWL=793.90
LWL=790.00

G L=789.50

400

450

500

550

600

700

750

800

850

900

950

1000

1050

650

G L=652.10
NWL=639.80
LWL=627.10

Q=180.0m3/日

片桐第４水源(地下水)
（針ヶ平）

田島配水池

着水井 配水池

G L=561.83 G L=561.83
HWL=563.03
LWL=561.53 LWL=558.83

HWL=561.43

給水人口：605人

給水量：195.0m3/日

牧ヶ原減圧槽

G L=538.40
HWL=538.30
LWL=537.30

牧ヶ原橋

中川橋

計画給水人口　 4,736人

一日最大給水量 1,837ｍ3/日

給水量：  4.0m3/日

給水量：  3.0m3/日

給水量： 48.0m3/日

給水量：211.0m3/日

給水量： 15.0m3/日

給水量： 16.0m3/日

給水量： 16.0m3/日

給水人口：437人

給水量：167.0m3/日

給水人口：372人

給水量：146.0m3/日

給水人口：113人

給水量： 36.0m3/日

給水人口：113人

給水量： 36.0m3/日

給水量： 24.0m3/日 給水量： 95.0m3/日 給水量：142.0m3/日

給水量： 27.0m3/日

給水量： 77.0m3/日

給水量：300.0m3/日

給水量：  8.0m3/日

給水量：101.0m3/日

給水量： 37.0m3/日 給水量： 72.0m3/日

給水量：  8.0m3/日

給水量：71.0m3/日

給水量：119.0m3/日

P

G L=526.64
HWL=509.12
LWL=493.40

Q=112.3m3/日

片桐第３水源(地下水)
（中通第2）

給水量：865.0m3/日

沢入水源系

給水量：972.0m3/日

片桐水源系

Ｒ

Ｒ

北組減圧槽

G L=601.35
HWL=601.25
LWL=600.25

Ｒ

Ｒ

丸尾第1減圧槽

黒牛第2減圧槽
丸尾第1配水区
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間柱配水池

柳沢配水区（高架）

柳沢配水区

柳沢配水区（減圧）

北林配水区

三共・葛北配水区

南陽配水区

Ｐ

中組配水池

下平配水区

中組・沖町・三共配水区
飯沼第4配水区

飯沼第3配水区

丸尾第3配水区

丸尾第2配水区

谷田配水区

黒牛第2配水区

次亜塩素
ｿｰﾀﾞ灰
ＰＡＣ

飯沼第5配水区Ｐ

V=514.5m3

柳沢減圧槽

G L=673.41
HWL=673.31
LWL=672.31

北林減圧槽

G L=527.95
HWL=527.85
LWL=526.85

丸尾第2減圧槽

G L=838.00
HWL=837.90
LWL=836.90

丸尾第3減圧槽

G L=773.89
HWL=773.79
LWL=772.79

飯沼第4減圧槽

飯沼第5減圧槽

G L=659.52
HWL=659.42
LWL=658.42

G L=584.41
HWL=584.31
LWL=583.31

着水井 配水池

G L=594.10 G L=594.10
HWL=594.50
LWL=593.70

HWL=593.60
LWL=591.10

沈澱池

ろ過池

滅菌槽

W L=969.90V=294.0m3

V=145.8m3

V=72.2m3

V=2.0m3

G L=733.00

G L=593.00

G L=690.00

G L=482.00

G L=525.00

G L=640.00

谷田減圧槽

G L=726.58
HWL=729.00
LWL=727.50

着水井 配水池

G L=660.64
HWL=661.14
LWL=660.44

G L=660.64
HWL=660.34
LWL=657.74

V=211.3m3

G L=539.00

中組減圧槽

G L=597.95
HWL=597.45
LWL=596.05

G L=580.00
G L=583.00

G L=692.00

G L=705.00

G L=795.00

G L=650.00

G L=700.00

飯沼第2減圧槽

G L=808.58
HWL=811.20
LWL=809.70

飯沼第3減圧槽

G L=734.17
HWL=734.07
LWL=733.07

受水井

混和槽
W L=970.50

G L=970.00 G L=970.00 G L=970.00

受水井

HWL=971.00
LWL=970.50

沈澱池 滅菌槽

HWL=970.50
LWL=698.50

HWL=966.25
LWL=965.25

G L=510.00

柳沢配水池

着水井 配水池 高架水槽

G L=740.08 G L=740.08 G L=740.08
HWL=740.38
LWL=739.88

HWL=739.78
LWL=737.28

HWL=751.43
LWL=749.78

配水池

G L=965.20
HWL=965.20
LWL=962.20

G L=520.00

Ｒ

北組配水区

南原配水区 牧ヶ原配水区

G L=528.00G L=525.00

柳沢圧送ポンプ室

G L=626.66
Q=106.0m3/日牧ヶ原低区配水池

着水井 配水池

G L=563.00G L=563.00
HWL=562.50
LWL=559.00

HWL=563.30
LWL=562.80

下平圧送ポンプ室

G L=538.60

黒牛第2減圧槽

G L=802.08
HWL=804.50
LWL=803.00

沢入配水区

G L=870.00

G L=915.40
HWL=917.70
LWL=916.20

Ｒ

G L=808.00

Ｒ

給水人口： 26人

P

V=57.6m3

P

Ｒ

牧ヶ原高区配水池

着水井 配水池

G L=582.20
HWL=581.70

G L=582.20
HWL=582.50
LWL=581.00 LWL=579.20

P

V=125.0m3

G L=557.73

Q=700.0m3/日

給水人口：  9人

給水人口：  3人

NWL=540.73
LWL=522.10

G L=557.73

片桐第１水源(地下水)
（中通第1）

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

上前沢減圧槽

G L=622.70
HWL=622.60
LWL=621.60

G L=630.00

Ｒ

上前沢配水区

V=82.3m3

Ｐ

V=8.0m3

次亜塩素

P

G L=545.00

G L=520.00

G L=630.00

竹ノ上第2配水区

小平配水区

針ヶ平・横前配水区

田島配水区

G L=479.00

P

V=245.0m3

G L=561.83
NWL=542.66
LWL=483.60

片桐第６水源(地下水)
（田島）

次亜塩素

P

竹ノ上第2減圧槽

G L=555.63
HWL=555.53
LWL=554.53

G L=560.00

竹ノ上第1配水区

小平減圧槽

G L=614.29
HWL=614.19
LWL=613.19

G L=620.45
HWL=620.35
LWL=619.35

竹ノ上第1減圧槽

中央配水区

G L=485.00

中通配水区

G L=520.00 小和田配水区

G L=500.00

小和田配水区

G L=515.00

柏原配水区

Ｒ

渡場配水区

渡場減圧槽

G L=527.50
HWL=527.40
LWL=526.40

柏原減圧槽

G L=546.67
HWL=546.17
LWL=544.57

G L=475.00 G L=470.00

沢入水源(表流水)

G L=1003.00
W L=1001.50

沈砂池

G L=995.00
HWL=994.70
LWL=993.50

Q=770.0m3/日

針ヶ平配水池

着水井 配水池 高架水槽

G L=690.49
HWL=690.79
LWL=690.29

G L=690.49 G L=690.49
HWL=690.19
LWL=687.69

HWL=700.69
LWL=698.69

NWL=521.75
LWL=436.38

G L=557.00

片桐第７水源(地下水)
（田島第2）400

450

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

HWL=751.00
LWL=749.00

上通減圧槽

G L=751.50

Ｒ

七久保南部配水池

配水池

HWL=793.90
LWL=790.00

G L=789.50

400

450

500

550

600

700

750

800

850

900

950

1000

1050

650

田島配水池

着水井 配水池

G L=561.83 G L=561.83
HWL=563.03
LWL=561.53 LWL=558.83

HWL=561.43

牧ヶ原減圧槽

G L=538.40
HWL=538.30
LWL=537.30

中川橋

牧ヶ原橋

高架水槽廃止

Ｒ
飯島町上水道より

Ｍ Ｍ

ＲＲ

P

G L=526.64
HWL=509.12
LWL=493.40

片桐第３水源(地下水)
（中通第2）

飯島水源系

計画給水人口　 4,462人

一日最大給水量 1,995ｍ3/日

給水人口：319人

給水量：134.0m3/日

給水人口： 41人

給水量： 15.3m3/日

給水量：  3.3m3/日

給水人口： 51人

給水量： 19.2m3/日

給水人口： 26人

給水量：  9.8m3/日

給水人口： 21人

給水量：  7.9m3/日

給水人口： 65人

給水量： 38.6m3/日

給水量：  1.1m3/日

給水人口： 48人

給水量： 18.1m3/日

給水人口： 55人

給水量： 20.7m3/日

給水量：438.0m3/日

給水人口：950人

給水人口：668人

給水量：325.0m3/日

給水人口：203人

給水量： 83.0m3/日

給水人口： 79人

給水量： 30.0m3/日

給水人口：200人

給水量：124.0m3/日

給水人口： 64人

給水量： 31.0m3/日

給水人口： 27人

給水量：10.0m3/日

給水人口： 83人

給水量：73.0m3/日

給水量： 10.0m3/日

給水人口：596人

給水量：239.0m3/日

給水人口： 27人

給水量： 10.0m3/日

給水人口：257人

給水量：111.0m3/日

給水人口：105人

給水量： 40.0m3/日
給水人口：207人

給水量： 78.0m3/日

給水人口：106人

給水量： 40.0m3/日

給水人口：241人 給水人口：260人

給水量：155.0m3/日給水量：103.0m3/日

給水人口：569人

給水量：284.0m3/日

給水人口：106人

給水量： 40.0m3/日

給水人口： 68人

給水量： 26.0m3/日

給水人口： 59人

給水量： 22.0m3/日

給水人口：351人

給水人口：160人

給水量： 60.0m3/日

給水人口： 11人

給水量：  4.0m3/日

給水人口：  8人

給水量：  3.0m3/日

給水人口：141人

給水量： 53.0m3/日

給水人口：441人

給水人口： 43人

給水量： 16.0m3/日

給水人口： 48人

給水量： 18.0m3/日

給水人口： 51人

給水量： 19.0m3/日

給水人口：569人

給水量：215.0m3/日

給水人口：569人

給水量：215.0m3/日

給水量：228.0m3/日

Q=107.5m3/日

Q=107.5m3/日

Q=0.0m3/日

Q=58.0m3/日

Q=97.0m3/日

G L=547.21

LWL=493.04
NWL=529.12

（牧ヶ原）

給水量：690.0m3/日（1,098.0m3/日）

中通配水池

着水井 配水池

G L=561.73 G L=561.73
HWL=562.03
LWL=561.53

HWL=561.43
LWL=558.93

給水人口：410人

給水量：180.0m3/日

給水量：158.0m3/日

送水量：235.0m3/日

Q=235.0m3/日

給水量：370.0m3/日

片桐水源系

給水量：935.0m3/日

沢入水源系

丸尾第1減圧槽

Ｒ

Ｒ

北組減圧槽

G L=601.35
HWL=601.25
LWL=600.25

Ｒ

Ｒ

G L=652.10
NWL=639.80
LWL=627.10

（針ヶ平）

Q=0.0m3/日

片桐第４水源(地下水)予備水源

G L=520.00
NWL=512.50
LWL=460.10

（小和田）

Q=0.0m3/日

片桐第５水源(地下水)予備水源

片桐第２水源(地下水)

沢入配水池更新

沢入浄水場更新

Q=300.0m3/日

針ヶ平圧送ポンプ室廃止

R8（2026）年度

補助水源
丸尾第1配水区
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間柱配水池

柳沢配水区（高架）

柳沢配水区

柳沢配水区（減圧）

北林配水区

三共・葛北配水区

南陽配水区

Ｐ

中組配水池

下平配水区

中組・沖町・三共配水区
飯沼第4配水区

飯沼第3配水区

丸尾第3配水区

丸尾第2配水区

谷田配水区

黒牛第2配水区

次亜塩素

沢入浄水場

ｿｰﾀﾞ灰
ＰＡＣ

飯沼第5配水区Ｐ

V=514.5m3

柳沢減圧槽

G L=673.41
HWL=673.31
LWL=672.31

北林減圧槽

G L=527.95
HWL=527.85
LWL=526.85

丸尾第2減圧槽

G L=838.00
HWL=837.90
LWL=836.90

丸尾第3減圧槽

G L=773.89
HWL=773.79
LWL=772.79

飯沼第4減圧槽

飯沼第5減圧槽

G L=659.52
HWL=659.42
LWL=658.42

G L=584.41
HWL=584.31
LWL=583.31

着水井 配水池

G L=594.10 G L=594.10
HWL=594.50
LWL=593.70

HWL=593.60
LWL=591.10

沈澱池

ろ過池

滅菌槽

W L=969.90V=294.0m3

V=145.8m3

V=72.2m3

V=2.0m3

G L=733.00

G L=593.00

G L=690.00

G L=482.00

G L=525.00

G L=640.00

谷田減圧槽

G L=726.58
HWL=729.00
LWL=727.50

着水井 配水池

G L=660.64
HWL=661.14
LWL=660.44

G L=660.64
HWL=660.34
LWL=657.74

V=211.3m3

G L=539.00

中組減圧槽

G L=597.95
HWL=597.45
LWL=596.05

G L=580.00
G L=583.00

G L=692.00

G L=705.00

G L=795.00

G L=650.00

G L=700.00

飯沼第2減圧槽

G L=808.58
HWL=811.20
LWL=809.70

飯沼第3減圧槽

G L=734.17
HWL=734.07
LWL=733.07

受水井

混和槽
W L=970.50

G L=970.00 G L=970.00 G L=970.00

受水井

HWL=971.00
LWL=970.50

沈澱池 滅菌槽

HWL=970.50
LWL=698.50

HWL=966.25
LWL=965.25

G L=510.00

柳沢配水池

着水井 配水池 高架水槽

G L=740.08 G L=740.08 G L=740.08
HWL=740.38
LWL=739.88

HWL=739.78
LWL=737.28

HWL=751.43
LWL=749.78

沢入配水池

配水池

G L=965.20
HWL=965.20
LWL=962.20

G L=520.00

Ｒ

北組配水区

南原配水区 牧ヶ原配水区

G L=528.00G L=525.00

柳沢圧送ポンプ室

G L=626.66
Q=106.0m3/日牧ヶ原低区配水池

着水井 配水池

G L=563.00G L=563.00
HWL=562.50
LWL=559.00

HWL=563.30
LWL=562.80

下平圧送ポンプ室

G L=538.60

黒牛第2減圧槽

G L=802.08
HWL=804.50
LWL=803.00

沢入配水区

G L=870.00

G L=915.40
HWL=917.70
LWL=916.20

Ｒ

G L=808.00

Ｒ

給水人口： 26人

P

V=57.6m3

P

牧ヶ原高区配水池

着水井 配水池

G L=582.20
HWL=581.70

G L=582.20
HWL=582.50
LWL=581.00 LWL=579.20

P

P

V=125.0m3

G L=557.73

Q=700.0m3/日

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

次亜塩素

上前沢減圧槽

G L=622.70
HWL=622.60
LWL=621.60

G L=630.00

Ｒ

上前沢配水区

V=82.3m3

G L=545.00

G L=520.00

G L=630.00

竹ノ上第2配水区

小平配水区

針ヶ平・横前配水区

田島配水区

G L=479.00

P

V=245.0m3

G L=561.83
NWL=542.66
LWL=483.60

Q= 97.5m3/日

片桐第６水源(地下水)
（田島）

次亜塩素

P

竹ノ上第2減圧槽

G L=555.63
HWL=555.53
LWL=554.53

G L=560.00

竹ノ上第1配水区

小平減圧槽

G L=614.29
HWL=614.19
LWL=613.19

G L=620.45
HWL=620.35
LWL=619.35

竹ノ上第1減圧槽

中央配水区

G L=485.00

中通配水区

G L=520.00 小和田配水区

G L=500.00

小和田配水区

G L=515.00

柏原配水区

Ｒ

渡場配水区

渡場減圧槽

G L=527.50
HWL=527.40
LWL=526.40

柏原減圧槽

G L=546.67
HWL=546.17
LWL=544.57

G L=475.00 G L=470.00

G L=1003.00
W L=1001.50

G L=995.00
HWL=994.70
LWL=993.50

Q=770.0m3/日

Q= 97.5m3/日

NWL=521.75
LWL=436.38

G L=557.00

片桐第７水源(地下水)
（田島第2）400

450

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

HWL=751.00
LWL=749.00

上通減圧槽

G L=751.50

Ｒ

七久保南部配水池

配水池

HWL=793.90
LWL=790.00

G L=789.50

400

450

500

550

600

700

750

800

850

900

950

1000

1050

650

田島配水池

着水井 配水池

G L=561.83 G L=561.83
HWL=563.03
LWL=561.53 LWL=558.83

HWL=561.43

牧ヶ原減圧槽

G L=538.40
HWL=538.30
LWL=537.30

中川橋

牧ヶ原橋

Ｒ
飯島町上水道より

Ｍ Ｍ

ＲＲ

針ヶ平配水池

着水井 配水池

G L=690.49
HWL=690.79
LWL=690.29

G L=690.49
HWL=690.19
LWL=687.69

Ｒ

計画給水人口　 4,239人

一日最大給水量 2,009ｍ3/日

給水人口：304人

給水量：137.0m3/日

給水人口：  6人

給水量：  2.4m3/日

給水人口： 38人

給水量： 15.5m3/日

給水人口： 24人

給水量：  9.7m3/日

給水人口： 47人

給水量： 19.1m3/日

給水人口： 68人

給水量： 41.3m3/日

給水人口： 19人

給水量：  7.7m3/日
給水人口：  2人

給水量：  0.8m3/日

給水人口： 44人

給水量： 17.9m3/日

給水人口： 56人

給水量： 22.6m3/日

給水人口：905人

給水量：438.0m3/日

給水人口：637人

給水量：324.0m3/日

給水人口：191人

給水量： 83.0m3/日

給水人口： 77人

給水量： 31.0m3/日

給水人口：188人

給水量：125.0m3/日

給水人口： 59人

給水量： 34.0m3/日

給水人口： 26人

給水量：10.0m3/日

給水人口： 78人

給水量：74.0m3/日

給水量： 10.0m3/日

給水人口：565人

給水量：242.0m3/日

給水人口： 25人

給水量： 10.0m3/日

給水人口：249人

給水量：114.0m3/日

給水人口： 99人

給水量： 40.0m3/日
給水人口：192人

給水量： 78.0m3/日

給水人口：437人

給水人口：226人

給水量：103.0m3/日

給水人口：248人

給水量：154.0m3/日

給水人口：595人

給水人口：101人

給水量： 41.0m3/日

給水人口： 67人

給水量： 27.0m3/日

給水人口： 54人

給水量： 22.0m3/日

給水人口：336人

給水人口：541人

給水量：218.0m3/日

給水量：218.0m3/日

給水人口：541人

給水人口：151人

給水量： 61.0m3/日

給水人口： 10人

給水量：  4.0m3/日

給水人口：  7人

給水量：  3.0m3/日

給水人口：134人

給水量： 54.0m3/日

給水人口：420人

給水量：227.0m3/日

給水人口： 40人

給水量： 16.0m3/日

給水人口： 49人

給水量： 20.0m3/日

給水人口： 44人

給水量： 18.0m3/日

飯島水源系

P

着水井 配水池

G L=561.73 G L=561.73
HWL=562.03
LWL=561.53

HWL=561.43
LWL=558.93

給水量：0.0m3/日

給水人口：0人

給水量：849.0m3/日（1,105.0m3/日）

針ヶ平圧送ポンプ室 休止

Q=0.0m3/日

給水量：160.0m3/日

送水量：242.0m3/日

Q=242.0m3/日

給水量：306.0m3/日

給水量：201.0m3/日

(306.0×18/24+201.0×1/24+30.0)
配水池更新 V=270.0m3

Ｒ

Ｒ

丸尾第1減圧槽

北組減圧槽

G L=601.35
HWL=601.25
LWL=600.25

Ｒ

Ｒ

G L=547.21

LWL=493.04
NWL=529.12

（牧ヶ原）
片桐第２水源(地下水)予備水源

Q=0.0m3/日

G L=520.00
NWL=512.50
LWL=460.10

（小和田）

Q=0.0m3/日

片桐第５水源(地下水)予備水源

NWL=540.73
LWL=522.10

G L=557.73
（中通第1）

Q=0.0m3/日

片桐第１水源(地下水)予備水源

G L=526.64
HWL=509.12
LWL=493.40

（中通第2）

Q=0.0m3/日

片桐第３水源(地下水)予備水源

中通配水池 廃止

G L=652.10
NWL=639.80
LWL=627.10

（針ヶ平）
片桐第４水源(地下水)予備水源

給水量：218.0m3/日

田島水源系

沢入水源系

給水量：942.0m3/日

沢入水源(表流水)更新

沈砂池更新

R13（2031）年度

補助水源
丸尾第1配水区
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用  語  集 
 
※1 計画給水人口      3・20・21 ページ 

事業計画において定める給水人口をいう。水道施設の規模を決定する要因の一つ

であり、推定人口に給水普及率を乗じて定める。 

 

※2 給水普及率           20・27 ページ 

現状における給水人口と計画給水区域内人口の割合。 
 

※3 一日最大給水量         5.27 ページ 

年間の一日給水量のうち最大のもの。 
 

※4 一日平均給水量            5 ページ 

年間総給水量を年日数で除したもの。 

 
※5 有収水量              21・22 ページ 

料金徴収の対象となった水量及び他会計等から収入のあった水量。料金水量、公

園用水、公衆便所用水、消防用水などで、料金としては徴収しないが、他会計から

維持管理費としての収入がある水量をいう。 

 
※6 有収率                22・27 ページ 

有収水量を給水量で除したもの。 

  
※7 有効水量                  23 ページ 

使用上有効とみられる水量が有効水量で、メータで計量された水量、もしくは需

要者に到達したものと認められる水量ならびに事業用水量などをいう。 

 
※8 有効率                    23 ページ 

有効水量を給水量で除したもの。 

  
※9 無効水量                  23 ページ 

使用上無効と見られる水量のこと。配水管、メータより上流部での給水管からの

漏水量、調定減額水量、他に起因する水道施設の損傷などにより無効となった水量

及び不明水量をいう。 

  
※10 負荷率                   23 ページ 

一日平均配水量を一日最大配水量で除したもの。水道事業の施設効率を判断する

指標の一つであり、数値が大きいほど効率的であるとされている。 
 

※11 導水                     23 ページ 

原水を取水施設から浄水場まで送ること。 

  
※12 送水                     13 ページ 

浄水場で処理された浄水を配水池などまで、管路などによって送ること。 

  
※13 配水              8・27・32 ページ 

浄水場において製造された浄水を、水圧、水量、水質を安全かつ円滑に需要者に

輸送すること。 
 
※14 給水 

浄水を需要者に輸送する最終段階で、各家庭まで届けること。 
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Ｒ

減圧弁

浄水場

配水池

配水池

配水管

給水管
配水管

給水管

減圧槽

送水管

表流水（河川）から家庭まで

Ｐ

配水池

Ｒ

減圧弁

高架水槽

ポンプ室

Ｐ

ポンプ室

配水池

Ｒ

減圧弁

配水管

給水管

配水管

給水管

配水管
送水管

地下水（井戸）から家庭まで

水源

Ｐ

水源

導水管

表流水

地下水

導水管

（エネルギー使用の少ない上水道システム）

（エネルギー使用に依存した上水道システム）

- 47 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


